
（５）　　平成１８年１１月１５日 第１３８号　

　

「
言
論
封
じ
」
の
あ
ら
ゆ
る
テ
ロ
を
許
さ
な
い
決
議

　

二
〇
〇
六
年
八
月
十
五
日
、
元
自
民
党
幹
事
長
加
藤
紘
一
氏
の
山
形
県
鶴
岡
市
に

あ
る
実
家
と
事
務
所
が
全
焼
し
た
。
敷
地
内
で
腹
部
を
切
っ
て
倒
れ
て
い
る
男
が
発

見
さ
れ
、
男
は
東
京
都
内
の
右
翼
団
体
幹
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
九
月
十
九

日
こ
の
男
は
、
現
住
建
造
物
等
放
火
罪
と
住
居
侵
入
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

　

事
件
が
発
生
し
た
八
月
十
五
日
早
朝
、
小
泉
首
相
は
Ａ
級
戦
犯
が
合
祀
さ
れ
る
靖

国
神
社
に
参
拝
し
て
い
る
。
国
内
を
は
じ
め
、
中
国
、
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら

の
批
判
な
ど
賛
否
両
論
の
中
で
の
参
拝
で
あ
り
、
加
藤
氏
は
自
民
党
内
で
首
相
の
靖

国
参
拝
に
疑
問
を
呈
し
て
い
た
。
男
の
所
属
す
る
右
翼
団
体
は
、
過
去
に
も
天
皇
訪

中
に
関
連
し
、
当
時
の
宮
澤
首
相
の
私
邸
前
で
割
腹
自
殺
未
遂
を
起
こ
し
て
い
る
。

こ
の
放
火
は
、
加
藤
氏
の
言
動
を
敵
視
す
る
者
に
よ
る
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
「
言
論
封

じ
」
の
テ
ロ
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
昨
年
に
は
小
林
陽
太
郎
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
会
長
宅
に
銃
弾
が
郵
送
さ
れ
、

今
年
一
月
に
は
自
宅
玄
関
前
に
火
炎
瓶
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
今
年
七
月
に
は
日

経
新
聞
東
京
本
社
に
火
炎
瓶
の
よ
う
な
も
の
が
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
。
小
林
会
長
は

「
新
日
中
友
好
二
十
一
世
紀
委
員
会
」
座
長
と
し
て
、
昨
年
か
ら
小
泉
首
相
の
靖
国

参
拝
を
批
判
し
て
お
り
、
日
経
新
聞
は
靖
国
参
拝
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
を
呼
ん
だ

「
昭
和
天
皇
発
言
」
の
富
田
メ
モ
を
入
手
、
ス
ク
ー
プ
し
て
い
た
。
事
件
と
こ
れ
ら

の
政
治
的
背
景
は
、
実
行
犯
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
闇
の
中
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
件
も
自
由
な
発
言
へ
の
恐
喝
・
脅
し
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

自
由
な
発
言
が
守
ら
れ
な
く
て
は
民
主
主
義
は
な
い
。
こ
れ
は
、
戦
前
治
安
維
持

法
下
で
の
言
論
弾
圧
を
経
験
し
て
い
る
我
が
国
の
歴
史
的
教
訓
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
テ
ロ
に
よ
る
言
論
封
じ
を
許
さ
ず
、
民
主
主
義
の
生
命
で

あ
る
、
自
由
な
発
言
を
守
り
、
実
践
す
る
こ
と
を
改
め
て
議
会
の
名
に
お
い
て
表
明

す
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　　

米
国
の
未
臨
界
核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
決
議

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
三
十
日
、
西
部
ネ
バ
ダ

州
の
核
実
験
場
で
未
臨
界
核
実
験
「
ユ
ニ
コ
ー
ン
」
を
実
施
し
た
。

　

今
回
の
核
実
験
は
、
一
九
九
七
年
以
来
通
算
二
十
三
回
目
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で

は
十
回
目
で
今
年
二
月
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

　

米
国
が
核
実
験
に
反
対
す
る
国
際
世
論
を
無
視
し
、
未
臨
界
核
実
験
を
強
行
し
た

こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　

核
実
験
は
、核
実
験
と
核
兵
器
開
発
の
中
止
、核
戦
争
戦
略
の
放
棄
な
ど
二
〇
〇
〇

年
五
月
に
合
意
さ
れ
た
「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約
束
」
や
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
（
包
括
的
核

実
験
禁
止
条
約
）
の
精
神
に
背
き
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願
う
国
際
世
論
に

逆
ら
っ
た
行
動
で
あ
る
。

　

本
市
は
、
一
九
八
二
年
七
月
に
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
を
採
択
し
、
核

兵
器
廃
絶
と
平
和
を
願
い
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
核
兵
器
廃
絶
と
恒

久
平
和
の
実
現
は
、
被
爆
国
日
本
の
国
民
共
通
の
悲
願
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
米
国
が
強
行
し
た
未
臨
界
核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　　

地
元
と
の
協
議
を
最
優
先
し
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
再
編
関
係
の
予
算
化
を
含

め
工
事
を
進
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
意
見
書

　

本
市
は
、
基
地
の
強
化
・
恒
久
化
は
市
是
と
し
て
反
対
で
、
真
の
負
担
軽
減
は
基

地
恒
久
化
の
解
消
に
あ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
基
本
姿
勢
を
も
っ
て
政
府
と
協
議
を

重
ね
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
協
議
を
進
め
て
い
る
間
は
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
内
の
再
編
関
係
工
事
等
を

絶
対
に
進
め
る
こ
と
な
く
、
地
元
と
の
協
議
を
最
優
先
に
進
め
る
こ
と
を
求
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
防
衛
庁
は
米
陸
軍
第
一
軍
団
新
司
令
部
と
陸
上
自
衛
隊
の
中
央
即
応
集

団
司
令
部
を
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
計
画
し
て
い
る
在
日
米
軍
再
編
に
絡
み
、
来
年
度
予

算
の
概
算
要
求
で
即
応
集
団
司
令
部
設
置
の
た
め
に
測
量
・
調
査
費
約
七
百
万
円
を

計
上
し
て
い
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
市
と
の
協
議
経
緯
を
無
視
す
る
も
の
で
信
義
に
も
と
る
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、
本
市
と
の
協
議
を
最
優
先
し
、
キ
ャ
ン
プ

座
間
内
の
再
編
関
係
の
予
算
化
を
含
め
、
絶
対
に
関
係
工
事
を
進
め
る
こ
と
の
な
い

よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
意
見
書

　

二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
多
く
の
高

齢
者
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

要
介
護
１
以
下
の
軽
度
の
高
齢
者
は
、
四
月
か
ら
原
則
と
し
て
車
椅
子
や
介
護
ベ

ッ
ド
な
ど
の
貸
与
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
従
来
の
利
用
者
へ
の
経
過
措
置
も
九
月

末
日
が
期
限
と
さ
れ
る
中
で
、
高
齢
者
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
「
機
械
的
一
律
に
用
具
の
回
収
を
し
な
い
よ
う
に
」
と
す
る
事

務
連
絡
を
都
道
府
県
に
出
し
て
い
る
が
、
現
場
で
は
「
一
定
の
条
件
」
に
該
当
す
る

人
を
含
め
て
、
一
律
に
用
具
を
回
収
す
る
事
態
が
起
き
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、
要
介
護
１
以
下
の
軽
度
の
高
齢
者
か
ら
福

祉
用
具
な
ど
の
取
り
上
げ
を
中
止
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
今
ま
で
ど
お
り
利
用
で

き
る
よ
う
指
導
の
徹
底
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
障
害
者
に
対
し
、
原

則
一
割
の
応
益
負
担
が
導
入
さ
れ
、
利
用
者
負
担
増
に
よ
る
施
設
か
ら
の
退
所
や
報

酬
の
激
減
に
よ
る
施
設
運
営
の
悪
化
な
ど
障
害
者
の
自
立
を
難
し
く
し
、
深
刻
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　

十
月
か
ら
は
こ
れ
に
加
え
、
市
町
村
の
事
務
事
業
で
あ
る
障
害
程
度
区
分
認
定
と

こ
れ
に
基
づ
く
支
給
決
定
、
生
活
支
援
事
業
な
ど
が
始
ま
り
、
補
装
具
、
障
害
児
施

設
も
一
割
の
利
用
料
と
な
り
、
障
害
者
、
家
族
の
負
担
は
さ
ら
に
増
加
す
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、
障
害
者
の
一
割
負
担
の
軽
減
策
の
枠
を
広

げ
、
さ
ら
に
、
地
域
生
活
事
業
の
国
庫
負
担
額
を
大
幅
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
・
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
に
よ
り

軽
減
策
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
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